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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】動物実験で頻用される小動物の正確な心機能評価は、その心臓の大きさと高心拍数のため難しいとさ
れる。近年使用可能となった超高周波探触子（30MHz）を用いて高解像度心エコー図法によるマウスの心機能評
価を行った。 
【方法】正常マウス10匹および心筋梗塞マウス10匹に標準高周波探触子（13MHz）を使った従来の心エコー図法
と、超高周波探触子を用いた高解像度心エコー図法を同時に施行した。断層法にて左室の局所壁運動（五分画）、
拡張末期径、内径短縮率、前壁厚を評価した。またドップラー法にて僧帽弁流入血流速（Ｅ波、Ａ波）、Tei index
を計測した。それぞれの項目を独立した二人の検者により評価した。 
【結果】左室局所壁運動の評価可能分画は高解像度心エコー図法で有意に多く（100％vs92％, p＜0.05）、検者
間の一致率も高かった（κ＝0.83vs0.45）。またその他すべての定量評価項目においても検者間の相関は高解像
度心エコー図法で高かった（拡張末期径：r＝0.96vs0.80; 内径短縮率：r＝0.86vs0.36; 前壁厚：r＝0.98vs0.62; 
E/A：r＝0.98vs0.95; Tei index：r＝0.79vs0.31）。 
【結論】超高周波探触子を用いた高解像度心エコー図法は従来の心エコー図法にくらべ左室心機能評価をより
正確に行える可能性が示唆された。同心エコー図法は今後様々な小動物心疾患モデルの評価に有用であると考
えられた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 動物実験で頻用される小動物の正確な心機能評価は、その心臓の大きさと高心拍数のため難しいとされる。
本研究の目的は、近年使用可能となった超高周波探触子（30MHz）を用いて高解像度心エコー図法によるマウス
の心機能評価を行い、従来の方法と比較検討することである。正常マウス10匹及び心筋梗塞マウス10匹と対象
とし、標準高周波探触子（13MHz）を使った従来の心エコー図法と、超高周波探触子（30MHz）を用いた高解像
度心エコー図法を同時に施行した。断層法で左室の局所壁運動（五分画）、拡張末期径、内径短縮率、前壁厚を
測定し、ドップラー法で僧帽弁流入血流速（Ｅ波、Ａ波）、Tei indexを計測した。それぞれの項目を独立した
二人の検者により評価し比較検討した。その結果、左室局所壁運動の評価可能分画数は高解像度心エコー図法
で有意に多く（100％vs92％, p＜0.05）、検者間の一致率も高かった（κ＝0.83vs0.45）。またその他すべての
定量評価項目においても検者間の相関は高解像度心エコー図法で高かった（拡張末期径：r＝0.96vs0.80; 内径
短縮率：r＝0.86vs0.36; 前壁厚：r＝0.98vs0.62; E/A：r＝0.98vs0.95; Tei index：r＝0.79vs0.31）。 
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 以上のことより、超高周波探触子（30MHz）を用いた高解像度心エコー図法は、従来の心エコー図法にくらべ
左室心機能評価をより正確に評価出来ることが示唆された。本研究の結果から、高解像度心エコー図法が今後
様々な小動物心疾患モデルに応用できる可能性が示唆され、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値する
ものと認められた。 
